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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 34,669 △1.7 3,061 0.4 3,323 6.9 2,025 4.0
24年3月期第3四半期 35,252 52.2 3,050 229.3 3,109 200.9 1,947 258.3

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 2,290百万円 （57.8％） 24年3月期第3四半期 1,451百万円 （409.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 88.74 ―

24年3月期第3四半期 84.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 52,035 37,576 70.6
24年3月期 51,915 35,898 67.6

（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  36,722百万円 24年3月期  35,117百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00
25年3月期 ― 10.00 ―

25年3月期（予想） 10.00 20.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 △0.2 4,300 △2.7 4,550 △2.2 3,030 6.1 133.18



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載の業務予想には発表日現在の将来に関する前提・見直し・計画に基づく予測が含まれており、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値
と異なる可能性があります。詳細は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 24,359,660 株 24年3月期 24,359,660 株

② 期末自己株式数 25年3月期3Q 1,608,310 株 24年3月期 1,308,576 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 22,829,394 株 24年3月期3Q 23,055,219 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災の復興需要等が景気を下支えしているものの、円高の

影響で輸出企業にとっては厳しい状況で推移いたしました。 

一方、世界経済は、米国経済がやや回復基調で推移しましたが、欧州経済は引き続き低調で、新興国においても

成長の鈍化が見られるなど不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、国内においては、停電対策用の発電機に対する市場が引き続き広がりを見

せており、また、海外においても北中米市場ならびにアジア市場などで需要が堅調に推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループといたしましては、非常用発電機や資源開発国向け販売を強化してまいり

ましたが、復旧用大型発電機の出荷が一段落したこともあり、売上高は 百万円（前年同期比1.7%減）となり

ました。また、利益面におきましては、工場の稼働率が高水準に推移し、安定した生産ができたことで原価率が若

干改善し、営業利益は 百万円（同0.4%増）、経常利益は 百万円（同6.9%増）、四半期純利益は

百万円（同4.0%増）となりました。 

なお、関連会社P.T.デイン プリマ ジェネレーターは、重要性が増したため、第1四半期連結会計期間より、持分

法適用の範囲に含めております。 

    

セグメント別概況は次のとおりです。 

（日 本） 

日本では、一般企業向けの非常用発電機や、アジア・中近東向け発電機の出荷が堅調に推移しましたが、国内の

主力市場であるレンタル市場向け発電機の出荷が減少し、売上高は238億33百万円（前年同期比9.2%減）、営業利益

は26億7百万円（同0.7%減）となりました。 

（アメリカ） 

アメリカは、経済が引き続き緩やかな回復傾向にあり、シェールガス等資源開発も活発であることから、レンタ

ル市場向けに発電機の出荷が堅調に推移し、売上高は65億75百万円（同16.7%増）、営業利益は1億15百万円（同

33.4%増）となりました。 

（アジア） 

アジアは、インフラ整備やオーストラリアの鉱山開発など資源開発向けに発電機の出荷が堅調に推移したことか

ら、売上高は38億28百万円（同25.4%増）、営業利益は1億86百万円（同20.7%減）となりました。 

（欧 州） 

欧州は、円高の影響がありましたが、発電機および溶接機の出荷が増加したこともあり、売上高は4億31百万円

（同40.3%増）、営業利益は8百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

流動資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ3億42百万円減少いたしました。これは主に、現金

及び預金の増加16億47百万円とたな卸資産の増加9億87百万円や、受取手形及び売掛金の減少39億1百万円などによ

るものであります。 

固定資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ4億62百万円増加いたしました。これは主に、機械

装置及び運搬具の増加5億99百万円や、保有株式の評価替などによる投資有価証券の増加3億89百万円および長期性

預金の減少5億円などによるものであります。 

この結果、資産合計は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億20百万円増加いたしました。 

（負債） 

流動負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億82百万円減少いたしました。これは主に、未払

法人税等が14億65百万円減少したことなどによるものであります。 

固定負債は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億76百万円減少いたしました。これは主に、長期借

入金が3億円減少したことなどによるものであります。 

この結果、負債合計は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億58百万円減少いたしました。  

（純資産） 

純資産は、 百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億78百万円増加いたしました。これは主に、四半期

純利益20億25百万円とその他の包括利益累計額の増加1億63百万円および自己株式の取得2億98百万円や配当金の支

払4億58百万円などによるものであります。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ3.0％上昇し、70.6％となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

346億69

30億61 33億23 20億25

336億58

183億76

520億35

116億78

27億80

144億58

375億76
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済見通しにつきましては、国内は復興需要や政権交代後の円安による輸出環境の改善もあり、緩やかな

景気回復が期待されますが、海外においては、欧州経済の停滞や新興国の景気減速など先行きは不透明な状況にあ

ります。 

このような状況のもと、引き続き当社グループといたしましては、きめ細かな営業活動を推進すると共に、新市

場の開拓にも注力してまいります。 

業績予想につきましては、平成24年5月10日に公表いたしました予想を修正しておりません。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（減価償却方法の変更） 

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。  

なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,788 7,436

受取手形及び売掛金 19,845 15,944

有価証券 500 1,499

商品及び製品 4,018 4,237

仕掛品 446 484

原材料及び貯蔵品 2,444 3,175

その他 1,015 925

貸倒引当金 △57 △44

流動資産合計 34,001 33,658

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,906 3,768

機械装置及び運搬具（純額） 945 1,545

土地 5,337 5,337

建設仮勘定 569 731

その他（純額） 134 118

有形固定資産合計 10,894 11,501

無形固定資産 369 345

投資その他の資産   

投資有価証券 5,896 6,286

その他 763 252

貸倒引当金 △9 △8

投資その他の資産合計 6,650 6,530

固定資産合計 17,914 18,376

資産合計 51,915 52,035

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,841 8,991

短期借入金 747 967

未払法人税等 1,686 221

未払費用 424 462

賞与引当金 484 245

役員賞与引当金 59 54

製品保証引当金 309 337

その他 407 398

流動負債合計 12,961 11,678

固定負債   

長期借入金 1,200 900

退職給付引当金 624 525

繰延税金負債 963 1,056

その他 267 298

固定負債合計 3,056 2,780

負債合計 16,017 14,458
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,954 1,954

資本剰余金 1,754 1,754

利益剰余金 32,285 34,025

自己株式 △1,013 △1,311

株主資本合計 34,981 36,423

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,303 1,443

繰延ヘッジ損益 △0 1

為替換算調整勘定 △1,167 △1,145

その他の包括利益累計額合計 135 299

少数株主持分 780 854

純資産合計 35,898 37,576

負債純資産合計 51,915 52,035
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 35,252 34,669

売上原価 26,938 26,389

売上総利益 8,313 8,280

販売費及び一般管理費 5,263 5,218

営業利益 3,050 3,061

営業外収益   

受取利息 50 27

受取配当金 92 89

受取家賃 62 53

持分法による投資利益 11 46

その他 68 115

営業外収益合計 285 332

営業外費用   

支払利息 11 25

売上割引 19 20

為替差損 148 －

その他 46 23

営業外費用合計 226 69

経常利益 3,109 3,323

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 － 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

固定資産処分損 18 4

投資有価証券評価損 30 －

特別損失合計 49 4

税金等調整前四半期純利益 3,059 3,320

法人税、住民税及び事業税 1,078 1,017

法人税等調整額 △25 212

法人税等合計 1,053 1,229

少数株主損益調整前四半期純利益 2,006 2,090

少数株主利益 58 64

四半期純利益 1,947 2,025
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主利益 58 64

少数株主損益調整前四半期純利益 2,006 2,090

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △255 138

繰延ヘッジ損益 △14 2

為替換算調整勘定 △284 74

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △15

その他の包括利益合計 △555 200

四半期包括利益 1,451 2,290

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,440 2,189

少数株主に係る四半期包括利益 11 101
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益の調整額には、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等が含まれております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報  

（注）セグメント利益の調整額には、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等が含まれております。  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

    該当事項はありません。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

              （単位：百万円）

  報告セグメント 
調整額 

（注） 

四半期連結損益 

及び包括利益 

計算書計上額 
  日本 アメリカ アジア 欧州 計 

売上高               

 外部顧客への売上高  26,259  5,632  3,052  307  35,252  －  35,252

 セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 4,742  145  43  －  4,930  (4,930)  －

計  31,001  5,778  3,095  307  40,183  (4,930)  35,252

セグメント利益 

（営業利益） 
 2,626  86  234  0  2,948  102  3,050

              （単位：百万円）

  報告セグメント 
調整額 

（注） 

四半期連結損益 

及び包括利益 

計算書計上額 
  日本 アメリカ アジア 欧州 計 

売上高               

 外部顧客への売上高  23,833  6,575  3,828  431  34,669 －  34,669

 セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 4,572  111  419 －  5,104  (5,104) － 

計  28,406  6,687  4,248  431  39,773  (5,104)  34,669

セグメント利益 

（営業利益） 
 2,607  115  186  8  2,917  143  3,061

（６）重要な後発事象
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（単位：百万円）

  

（単位：百万円）

  

４．補足情報

（１）製品区分別の販売実績

製品区分の名称 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 

至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

発電機関連  25,992  25,776

溶接機関連  2,789  3,695

コンプレッサー関連  859  632

その他  5,611  4,564

合計  35,252  34,669

（２）地域ごとの販売実績

地域の名称 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 

至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

日本  22,380  19,625

アメリカ  6,867  7,703

アジア  4,419  5,443

その他  1,584  1,897

合計  35,252  34,669
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